
【
カ
ラ
ス
、
イ
ノ
シ
シ
対
策
に
つ
い
て
】

鎗
光  
被
害
の
現
状
及
び
捕
獲
状
況
は
。

経
済
部
長　

平
成
24
年
度
の
被
害
額
は

約
３
，５
７
６
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
25
年
度
は
、
カ
ラ
ス
１
，５
７
４

羽
、
イ
ノ
シ
シ
５
，４
１
７
頭
を
捕
獲

し
た
。

鎗
光　
被
害
防
止
対
策
は
。

経
済
部
長　

集
落
や
地
域
に
よ
る
防
止

打
開
策
と
捕
獲
者
や
農
協
等
の
連
携
を

図
る
。

鎗
光　
イ
ノ
シ
シ
の
焼
却
施
設
の
検
討

と
２
市
１
町
に
よ
る
広
域
連
携
協
議
会

を
立
ち
上
げ
る
べ
き
だ
。

【
保
育
所
等
へ
の
入
所
に
つ
い
て
】

鎗
光　
特
別
保
育
の
実
施
状
況
は
。　

健
康
福
祉
部　
　

障
が
い
児
保
育
と
し

て
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
対
象

者
の
受
け
入
れ
は
、私
立
11
カ
所
12
人
、

公
立
３
カ
所
３
人
で
あ
る
。

鎗
光　
障
が
い
等
を
持
っ
て
い
る
子
ど

も
の
入
所
対
応
は
。

健
康
福
祉
部
長　

定
員
、
保
育
士
定
数

等
を
考
え
可
能
な
限
り
受
け
入
れ
て
い

る
。

【
独
身
者
の
出
会
い
の
場
作
り
に
つ
い
て
】

鎗
光　
昨
年
、
実
施
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー
の
成
果
は
。

地
域
振
興
部
長　

終
了
後
、
数
組
の
交

際
と
２
組
が
結
婚
さ
れ
た
と
の
こ
と
で

あ
る
。

鎗
光　
農
業
後
継
者
支
援
事
業
と
は
。

経
済
部
長　

結
婚
相
談
員
を
１
人
配
置

し
、
お
見
合
い
型
の
出
会
い
の
場
作
り

を
計
画
し
て
い
る
。

【
中
央
図
書
館
整
備
に
つ
い
て
】

鎗
光　
中
央
図
書
館
の
今
後
は
。

市
長　

建
て
替
え
を
見
据
え
た
整
備
計

画
を
今
年
度
中
に
策
定
す
る
。

【
子
ど
も
医
療
費
中
学
３
年
ま
で
拡
大
】

赤
木　
私
は
、
子
ど
も
医
療
費
無
料
化

の
拡
大
に
つ
い
て
財
源
案
等
を
示
し
こ

れ
ま
で
提
案
し
て
き
た
。
今
議
会
に
市

長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
ど
お
り
中
学
３
年

生
ま
で
医
療
費
無
料
化
実
現
に
向
け
、

本
年
10
月
か
ら
の
予
算
が
計
上
さ
れ
た

が
、ご
見
解
を
伺
う
。併
せ
て
保
育
料
保

護
者
負
担
金
の
10
％
削
減
の
時
期
は
。

市
長　

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て

る
に
は
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
が
第

一
と
考
え
、
き
め
細
や
か
な
生
活
支
援

と
し
た
。保
育
料
の
削
減
時
期
は
、今
年

度
中
に
保
育
料
徴
収
基
準
を
見
直
す
。

【
雇
用
対
策
、
雇
用
の
場
の
確
保
は
】

赤
木　
雇
用
対
策
で
は
、「
起
業
・
創

業
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築
し
、
雇
用
の
場

の
確
保
を
目
指
す
と
さ
れ
て
い
る
が
。

市
長　

地
場
産
業
や
地
元
起
業
を
支
援

す
る
「
起
業
・
創
業
支
援
セ
ン
タ
ー
」

の
設
立
を
12
月
ま
で
に
方
向
性
を
示
す
。

【
市
街
地
循
環
バ
ス
の
利
便
性
向
上
を
】

赤
木　
循
環
バ
ス
「
の
っ
て
み
ゅ
う
か

〜
」
の
運
行
は
、
利
便
性
向
上
の
た
め

エ
リ
ア
拡
大
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
た
と
え

ば
西
の
久
保

公
園
か
ら
山

口
方
面
へ
、

地
域
医
療
セ

ン
タ
ー
や
イ

オ
ン
方
面
へ

の
延
伸
な
ど
。

地
域
振
興
部
長　

運
行
ル
ー
ト
の
見
直

し
は
、
路
線
バ
ス
の
再
編
と
併
せ
検
討

し
た
い
。

【
合
併
後
の
天
草
市
の
現
状
と
行
政
運
営
】

赤
木　
合
併
後
の
天
草
市
の
現
状
認
識

と
今
後
の
行
財
政
運
営
へ
の
取
り
組

み
。
そ
し
て
市
長
が
考
え
る
新
市
計
画

と
は
。

市
長　

周
辺
地
域
は
過
疎
化
の
歯
止
め

が
か
か
ら
ず
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
も
進
む
中
、
限
ら
れ
た
財
源
で
効
率

的
な
行
財
政
運
営
が
必
要
と
思
う
。
新

市
計
画
は
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
や
地

区
振
興
会
で
特
色
あ
る
活
動
が
行
わ
れ

て
い
る
。
今
後
、
地
域
の
特
性
を
生
か

す
た
め
「
地
域
活
性
化
交
付
金
」
の
創

設
を
し
た
い
。

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
・
次
世
代
育
成
に
つ
い
て
・

図
書
館
整
備
基
本
計
画
に
つ
い
て

市
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト（
施
政
方
針
）に

つ
い
て

赤木武男
議員

鎗
光

鎗
光

鎗
光

鎗
光

鎗
光

鎗
光

鎗
光

鎗
光

赤
木

赤
木

赤
木

赤
木

【
世
界
遺
産
登
録
に
つ
い
て
】

池
田　
河
浦
町
の
﨑
津
集
落
が
「
長
崎

の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺
産
」

の
構
成
資
産
と
し
て
世
界
遺
産
登
録
が

有
望
視
さ
れ
て
い
る
。
今
年
６
月
よ
り

河
浦
支
所
に
世
界
遺
産
推
進
室
が
移
転

し
活
動
を
始
め
た
。
し
か
し
、
世
界
遺

産
推
進
室
は
登
録
に
向
け
た
行
政
手
続

き
が
主
な
業
務
で
、
地
域
の
環
境
整
備

や
看
板
の
設
置
な
ど
他
の
部
署
と
の
連

携
が
必
要
と
考
え
る
。
ま

た
、﨑
津
地
区
を
中
心
に
河

浦
町
、
天
草
市
全
体
と
し

て
登
録
に
向
け
た
取
り
組

み
が
必
要
と
考
え
る
が
。

観
光
文
化
部　
　

世
界
遺

産
推
進
室
の
役
割
は
、
登

録
に
向
け
て
の
調
査
や
価

値
証
明
、
保
存
計
画
作
成
、
資
産
の
保

全
、
周
知
・
啓
発
活
動
が
主
な
業
務
と

考
え
て
い
る
が
、
来
訪
者
の
増
加
や
多

種
多
様
な
課
題
が
想
定
さ
れ
、
市
長
を

本
部
長
と
し
た
世
界
遺
産
登
録
推
進
本

部
を
設
置
し
、
河
浦
支
所
と
連
携
し
気

運
の
醸
成
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

【
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
】

池
田　
市
長
は
新
庁
舎
に
つ
い
て
は
、

ア
ー
ト
ポ
リ
ス
事
業
に
よ
る
建
設
は
取

り
や
め
る
と
の
発
言
を
さ
れ
た
。
議
会

と
し
て
は
、
設
計
委
託
も
含
め
認
め
て

き
た
経
緯
が
あ
る
。
し
か
し
、「
山
本

理
顕
設
計
工
場
」
が
設
計
し
た
東
京
都

福
生
市
の
庁
舎
を
視
察
し
、
そ
の
評
価

を
伺
う
中
で
、
議
会
が
懸
念
を
示
し
た

デ
ザ
イ
ン
優
先
や
工
法
、
ま
た
、
執
務

に
向
い
た
庁
舎
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、

ア
ー
ト
ポ
リ
ス
事
業
で
の
取
り
組
み
中

止
は
賛
同
す
る
が
、
防
災
面
か
ら
も
移

転
を
含
め
見
直
し
が
出
来
な
い
か
。

市
長　

現
在
の
場
所
で
の
建
設
を
目
指

し
た
い
。

【
職
員
力
向
上
に
つ
い
て
】

池
田　
市
長
は
、「
市
民
の
皆
さ
ま
の

思
い
に
立
ち
市
民
の
負
託
に
応
え
る
」

と
施
政
方
針
説
明
さ
れ
た
が
、
職
員
に

ど
の
よ
う
な
意
識
改
革
を
さ
れ
る
か
。

市
長　

組
織
と
い
う
の
は
一
つ
の
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
に
な
っ
て
い
る
。
上
司
が
部
下

に
対
し
き
ち
ん
と
気
配
り
、
目
配
り
を

し
な
が
ら
面
倒
を
見
て
い
く
こ
と
が
大

事
と
思
っ
て
い
る
。
職
員
と
一
体
と
な

っ
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
も
、

気
配
り
、
目
配
り
を
十
分
や
っ
て
い
き

た
い
と
思
う
。

池
田

池
田

池
田 﨑

津
地
区
世
界
遺
産
登
録
へ
の
取
り
組
み

庁
舎
建
設
と
職
員
力
向
上
に
つ
い
て

池田裕之
議員

鎗光秀孝
議員

経
済
部
長

経
済
部
長

健
康
福
祉
部
長

地
域
振
興
部
長

経
済
部
長

市
長

健
康
福
祉
部
長

▲コミュニケーション力向上セミナー

ふ
っ
さ

ち
な

市
長

市
長

地
域
振
興
部
長

市
長

観
光
文
化
部
長

市
長

市
長

あまくさ市議会だより 11 あまくさ市議会だより 10

一 般 質 問

【
国
連
家
族
農
業
年
に
因
ん
で
…
天
草

も
小
規
模
な
家
族
農
業
が
中
核
的
】

蓮
池　
Ｔ
Ｔ
Ｐ
交
渉
は
難
航
中
。
ア
メ

リ
カ
等
も
決
し
て
妥
協
を
許
し
ま
せ
ん

か
ら
、
我
々
は
当
初
か
ら
T
P
P
参
加

に
反
対
し
て
き
ま
し
た
し
、
交
渉
か
ら

の
早
期
撤
退
を
求
め
て
い
ま
す
。
J
A

組
織
だ
け
で
な
く
、
全
国
で
は
大
学
・

研
究
機
関
の
学
者
研
究
者
が
、
T
P
P

断
固
反
対
に
立
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
政
府
の
規
制
改
革
会
議
が
、
農
協
解

体
に
照
準
を
絞
っ
て
き
て
い
ま
す
。
農

業
の
振
興
に
努
力
し
て
い
る
農
協
組
織

や
農
業
委
員
会
に
攻
撃
を
か
け
る
の
は

感
心
し
ま
せ
ん
。
農
協
も
農
業
委
員
会

も
役
割
を
も
っ
て
お
り
、
元
気
に
機
能

を
発
揮
す
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
国
連
家
族
農
業
年
で
す
。

天
草
で
も
小
規
模
な
家
族
農
業
が
大
半

で
す
。
存
続
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
が

行
政
で
も
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
自
信

を
持
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

経
済
部
長　

本
市
の
農
家
数
は
５
，４

０
８
戸
（
全
市
３
万
８
，０
３
４
戸
）。

比
較
的
規
模
の
大
き
い
認
定
農
業
者
４

１
７
戸
（
内
、
法
人
16
戸
）
ほ
と
ん
ど

が
家
族
農
業
・
家
族
経
営
。
小
規
模
農

業
者
が
い
な
く
な
る
と
地
域
自
体
の
存

続
も
危
ぶ
ま
れ
る
。
人
・
農
地
プ
ラ
ン

等
に
よ
り
、
担
い
手
育
成
を
図
り
、
集

落
単
位
で
の
多
面
的
支
払
交
付
金
事
業

の
推
進
等
、
小
規
模
家
族
経
営
の
存
続

を
図
る
。

【
農
委
・
農
協
共
に
良
さ
を
生
か
し
て
】

蓮
池　
農
業
関
係
団
体
（
構
成
員
）
と

の
連
携
が
、
よ
り
一
層
機
能
し
て
い
く

方
向
に
努
力
が
大
切
。
担
い
手
を
ど
う

維
持
し
て
い
く
か
が
引
き
続
き
肝
要
。

縁
結
び
に
も
乗
り
出
す
予
算
計
上
と
な

っ
て
お
り
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
実
効
を
め
ざ
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

経
済
部
長　

農
業
後
継
者
の
育
成
・
確

保
を
図
り
地
域
農
業
存
続
に
努
め
る
。

コ
メ
の
減
反
制
度
廃
止
方
向
の
危
惧
と

Ｔ
Ｔ
Ｐ
参
加
を
阻
止
す
べ
き

蓮
池

蓮池良正
議員

経
済
部
長

蓮
池

経
済
部
長


